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風力計今
昔

　
今
も
昔（
私
た
ち
の
世
代
）も
変
わ
り
な

い
事
は
多
く
あ
り
ま
す
。よ
く
言
わ
れ
る

の
が
、最
近
の
若
い
人
た
ち
は
政
治
に
興

味
が
な
い
と
か
。こ
れ
は
今
に
始
ま
っ
た

訳
で
は
な
く
昔
も
同
じ
だ
っ
た
と
。若
い

時
は
何
で
も
出
来
る
し
、や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。学
業
や

子
育
て
、そ
し
て
趣
味
に
し
て
も
た
く
さ

ん
挑
戦
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
私（
高
齢
者
）の
歳
に
な
る
と

今
ま
で
出
来
て
い
た
事
が
出
来
な
く
な
り
、

多
く
あ
っ
た
趣
味
も
段
々
減
っ
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。休
日
な
ど
は
一
日
中

テ
レ
ビ
の
お
守
り
を
し
て
み
た
り
、こ
れ

で
は
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
時
が
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。お
陰
様
で
ニ
ュ
ー
ス
や
業

界
誌
な
ど
は
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
正
直
、若
い
時
は
業
界
誌
の

存
在
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
、四
十
代
半
ば
よ
り
国
、県
、市
と

色
々
な
連
盟
活
動
に
ハ
マ
る
よ
う
に
な
り

今
は
結
構
充
実
し
た
毎
日
で
す
。こ
れ
か

ら
先
、薬
剤
師
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か

体
力
と
相
談
し
つ
つ
模
索
中
で
す
。

　
こ
こ
で
若
い
世
代
の
方
達
に
お
願
い
が

一
つ
、二
つ
。仕
事
や
子
育
て
、趣
味
で
忙

し
い
中
、私
ど
も
の
よ
う
に
連
盟
活
動
に

ハ
マ
ら
な
く
て
も
良
い
で
す
。面
倒
臭
い

事
は
お
任
せ
く
だ
さ
い
。た
だ
少
し
だ
け

力
を
貸
し
て
下
さ
い
。そ
れ
は
自
分
達
の

未
来
を
考
え
る
こ
と
、そ
れ
だ
け
で
す
。

毎
年
の
よ
う
に
私
達
の
業
界
に
も
大
き
な

波
が
押
し
寄
せ
ま
す
。非
力
な
私
に
ど
れ

だ
け
の
余
力
が
あ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、一
薬
剤
師
と
し
て
新
し
い
体
制
で
も

変
わ
ら
ず
、後
輩
達
の
明
る
い
未
来
の
為

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

日本薬剤師連盟
常任総務  小山 明俊

　
令
和
6
年
3
月
27
日（
水
）午
後
1
時
か

ら「
令
和
5
年
度
定
時
評
議
員
会
」が
東
京
・

A
P
日
本
橋
で
開
催
さ
れ
た
。
加
茂
常
任

総
務
の
司
会
に
よ
り
進
め
ら
れ
、山
本
会
長

よ
り「
本
日
は
、来
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

を
決
め
て
い
た
だ
く
、会
長
の
選
任
も
予
定

さ
れ
新
し
い
体
制
に
向
け
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
、本
田
あ
き
こ

参
議
院
議
員
、神
谷
ま
さ
ゆ
き
参
議
院
議
員

の
来
賓
挨
拶
の
後
、明
石
議
長
、畑
澤
副
議

長
が
登
壇
し
、石
井
副
会
長
よ
り「
最
近
の

政
治
課
題
、次
期
都
道
府
県
評
議
員
数
」な

ど
、中
原
副
幹
事
長
よ
り「
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
活
動
助
成
金
」
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
、石
井
副
会
長
に
よ
る「
能
登
半
島
地
震

支
援
」の
報
告
の
後
、石
川
県
薬
剤
師
連
盟

会
長
の
中
森
ブ
ロ
ッ
ク
総
務
か
ら
お
礼
が

述
べ
ら
れ
た
。
報
告
並
び
に
議
案
説
明
で
は
、

石
井
副
会
長
よ
り「
会
務
並
び
に
事
業
中
間

報
告
の
件
」「
令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
件
」、

荻
野
副
会
長
よ
り「
令
和
6
年
度
責
任
負
担

金
賦
課
額
・
収
入
支
出
予
算
・
借
入
金
最
高

限
度
額
の
件
」、石
井
副
会
長
よ
り「
会
長
選

挙
・
監
事
選
挙
の
件
」に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
会

長
及
び
監
事
の
選
出
が
行
わ
れ
、会
長
に
は

岩
月
進
氏
、監
事
に
は
内
藤
貴
夫
氏
、内
野

悟
氏
、村
松
章
伊
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
協
議

で
は
、浜
田
副
会
長
よ
り「
責
任
負
担
金
の

件
」、川
田
幹
事
長
及
び
担
当
役
員
よ
り「
本

田
あ
き
こ
中
央
後
援
会
活
動
」に
つ
い
て
の

説
明
の
後
、質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、原
口
副

会
長
の
閉
会
挨
拶
で
散
会
し
た
。

●会　長
岩月 進
（愛知県）

●幹事長
川田 哲
（神奈川県）

●副幹事長
中原 靖明
（山口県）

●副幹事長
大原 整
（滋賀県）

●副会長
原口 亨
（福岡県）

●副会長
浜田 嘉則
（高知県）

●副会長
丹羽 松弘
（愛知県）

●副会長
荻野 構一
（新潟県）

●副会長
大澤 泰輔
（兵庫県）

●日本薬剤師連盟四役一覧（任期：令和6年4月1日～令和8年3月31日）

　
こ
の
度
の
令
和
五
年
度
定
時
評
議
員
会

に
お
い
て
、会
長
に
お
認
め
を
い
た
だ
き
ま

し
た
岩
月
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、日
本
薬
剤
師
連
盟
会
則
第
1
条
に

は
、「
日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、
会
員
相
互
の

全
国
的
協
力
に
よ
り
日
本
薬
剤
師
会
の
目

的
を
達
成
す
る
こ
と
、そ
の
他
薬
事
・
薬
業

の
振
興
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
」と
あ
り
ま
す
。
日
本
薬
剤

師
会
の
目
的
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、そ

の
根
底
を
為
す
も
の
は
昭
和
48
年
制
定
の

「
薬
剤
師
綱
領
」や
平
成
30
年
制
定
の「
薬
剤

師
行
動
規
範
」に
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

　
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、我
々

薬
剤
師
の
仕
事
は
、薬
剤
師
の
免
許
を
使
っ

て
広
く
世
間
に
貢
献
し
、そ
の
成
果
を
正
し

く
理
解
し
て
も
ら
い
、さ
ら
に
は
そ
の
評
価

が
薬
剤
師
の
適
正
な
処
遇
に
結
び
付
く
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、薬
剤
師
連
盟
の
活
動
内
容
は
、

上
記
の
目
的
達
成
の
た
め
の
政
治
活
動
の

計
画
と
実
施
、政
治
活
動
を
よ
り
強
固
に
す

る
た
め
の
薬
剤
師
国
会
議
員
の
擁
立
と
そ

の
選
挙
対
応
、さ
ら
に
は
、地
方
自
治
体
の

首
長
や
地
方
議
員
の
擁
立
と
そ
の
選
挙
対

応
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
薬
剤
師
の
免
許
を
用
い
た
仕
事
の
多
く

は
、法
律
や
規
則
に
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
免
許
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
、「
免
じ

て
」「
許
す
」で
あ
り
、こ
の
こ
と
は
規
制
当

局
の
責
任
を「
免
じ
て
」、薬
剤
師
が「
責
任
」

を
負
う
こ
と
を「
許
す
」を
表
し
て
い
ま
す
。

I
C
T
化
や
D
X
化
の
進
展
と
と
も
に
、

専
門
職
の
在
り
方
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
時
代

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
薬

剤
師
綱
領
」や「
薬
剤
師
行
動
規
範
」の
精
神

は
、大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
水
前
寺
清
子
の
「
3
6
5
歩
の
マ
ー
チ
」

（
作
詞
：
星
野
哲
郎
）の
歌
詞
に「
幸
せ
は
歩

い
て
こ
な
い
、だ
か
ら
歩
い
て
ゆ
く
ん
だ
よ
」

そ
し
て「
あ
な
た
の
つ
け
た
足
跡
に
は
、き

れ
い
な
花
が
咲
く
で
し
ょ
う
」と
あ
り
ま
す
。

人
に
指
示
さ
れ
て
決
ま
っ
た
仕
事
を
こ
な

す
の
で
は
な
く
、自
ら
進
ん
で
一
歩
前
に
出

る
、そ
ん
な
連
盟
活
動
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、こ
れ
が
実
践
で

き
れ
ば
、受
け
継
が
れ
て
き
た
連
盟
活
動
が

大
き
な
実
を
結
ぶ
は
ず
で
す
。
会
員
の
皆
様

方
は
も
ち
ろ
ん
、本
連
盟
活
動
に
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
方
々
と
共
に
、明
る
い
未
来
に

向
け
て
前
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

日
本
薬
剤
師
連
盟  

会
長  

岩
月
　
進

逢坂誠二衆議院議員本田あきこ参議院議員神谷まさゆき参議院議員

定時評議員会開催される!!令和
5年度 次

期
会
長
に
岩
月 

進
氏
を
選
任
! !
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令和6年2月18日（日）午前11時より東京・AP日本橋においてJPLフォーラム2024が開催された。今年

のテーマは『20万本の花を咲かせましょう』であり、都道府県薬剤師連盟の女性代表者47名、役員委員26名、

来賓3名が参加した。司会は吉岡企画実行委員が担当し、初めに山本会長が挨拶され、続いて神谷政幸参議

院議員、近藤由利子日本女性薬剤師連盟会長より挨拶をいただいた。

次に「あい・きぼう・これからの医療と薬剤師〜わたしたちの思いを政策に反映するために〜」と題して

本田顕子参議院議員の講演があった。薬剤師としての本田議員の人柄が伝わった素晴らしい内容であった。

次に、『女性のコミュ力で「本田あきこ先生」の魅力を深掘りする！』を主テーマとした座談会が行われた。

橋本常任総務の司会で、本田議員及び3名の登壇者による質問形式で進められた。各グループからも質問等

があり、大変盛り上がった座談会となった。

次に小屋敷総務によるグループディスカッションの趣旨説明と「参議院議員本田あきこの国会活動」の

紹介があった。そして、6グループによる2時間のグループディスカッション「本田あきこを広めよう」がス

タートし、終了後各グループから発表があり、各県に持ち帰り、活動に生かすことになった。

最後に、川田幹事長の総評の後、熊本県の髙田良子先生のコールで閉会となった。

JPLフォーラム2024開催される！JPLフォーラム2024開催される！
Japan Pharmacist Ladies 20万本の花を

咲かせましょう!
!

開会

座談会 グループディスカッション 総評・閉会

来賓挨拶 写真撮影
本田あきこ議員
特別講演

Aグループ
北海道・青森県・岩手県・宮城県・
秋田県・山形県・福島県

Cグループ
新潟県・富山県・石川県・福井県・長野県・
岐阜県・静岡県・愛知県・三重県

Eグループ
鳥取県・島根県・岡山県・広島県・山口県・
徳島県・香川県・愛媛県・高知県

Dグループ
大阪府・滋賀県・京都府・兵庫県・

奈良県・和歌山県

Fグループ
福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・
大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県

Bグループ
茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・
千葉県・神奈川県・山梨県・東京都



新
た
な
歩
み

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
お
け
る
日
本
薬
剤
師
会
主
導

に
よ
る
支
援
は
３
月
中
を
も
っ
て
終
了
し

た
。
発
災
の
翌
週
か
ら
支
援
薬
剤
師
の
派

遣
が
始
ま
り
、非
常
に
多
く
の
支
援
薬
剤

師
や
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
が
現
地
入

り
し
、支
援
活
動
を
行
な
っ
た
。

　

過
去
に
も
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

な
ど
、い
く
つ
か
の
支
援
活
動
は
経
験
し

て
い
る
が
、今
回
は
地
元
で
の
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
た
後
方
支
援

で
の
関
与
と
な
っ
た
が
、日
頃
か
ら
の
準

備
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
会
と
し
て

の
備
品
も
そ
う
で
あ
る
が
、そ
れ
と
と
も

に
細
か
な
部
分
で
の
役
割
等
が
多
少
曖
昧

で
あ
り
、特
定
の
メ
ン
バ
ー
に
負
担
が
か

か
っ
た
り
、支
援
に
手
を
あ
げ
て
い
る
方
々

に
ご
依
頼
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
少
な
か

ら
ず
あ
っ
た
。

　

災
害
は
、い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
。
ま
た
、そ
の
時
そ
の
時
で
状
況

が
異
な
る
。
つ
ま
り
、そ
の
場
で
の
対
応

力
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、そ
れ

を
担
保
す
る
の
が
日
頃
の
準
備
と
訓
練
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
経
験
を
有
効
に

活
か
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て

い
る
。

　

一
方
、私
の
息
子
も
能
登（
輪
島
市
）在

住
で
あ
っ
た
が
、地
震
発
生
時
は
帰
省
中

で
あ
っ
た
た
め
直
接
の
被
災
は
免
れ
た
。

後
日
、息
子
と
片
付
け
に
現
地
を
訪
れ
、被

災
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
心
が
痛

ん
だ
。
４
月
よ
り
仕
事
の
関
係
で
、後
ろ

髪
を
ひ
か
れ
つ
つ
他
県
へ
引
っ
越
す
息
子

と
、現
地
が
落
ち
着
い
た
ら「
必
ず
、ま
た

来
よ
う
」と
約
束
し
た
。　

（
T
・
H
）

編集後記
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●
広
報
委
員

　
　

原
口　
　

亨
、石
井　

甲
一

　
　

浜
田　

嘉
則
、橋
本　

昌
子

　
　

和
泉
啓
司
郎
、小
屋
敷
淳
子

　
　

堀
越　

博
一
、渡
邊
美
知
子

連盟SNSを活用しよう！連盟SNSを活用しよう！
　令和6年1月17日（水）に全国
SNS実務担当者会議が初めて開
催されました。SNSとはソーシャ
ルネットワーキングサービスの
略で、インターネット上で交流で
きる仕組みです。X（旧Twitter）や
Facebook、Instagramなど、使う
人の用途によってさまざまな種
類がありますが、共通した特徴は
他の人と繋がり、情報を共有できることです。連盟活動に限ったことではありませんが、
現在では多くの情報発信において広くSNSは活用されています。
　政治活動における発信にもSNSは非常に有効とされており、本田顕子参議院議員、
神谷政幸参議院議員も利用しています。
　日本薬剤師連盟も「薬連タイムズ」など、SNSを利用し情報発信しておりますが、
各都道府県薬剤師連盟においても従前からの活動に加え、SNSを利用した活動を行
うこととされ、実務担当者間での情報共有を目的にWebにて会議が開催されました。
　会議においては、政治活動におけるSNS活用のルール等の解説とともに、すでに
SNSを通じた発信を積極的に行っている岡山県・鹿児島県・福岡県の各連盟の実務担
当者から具体的な運用事例の情報共有が行われました。その他の都道府県薬剤師連
盟においても対応可能なところからSNSを開設し、運用してほしい旨の依頼も行わ
れました。
　ぜひ、皆様も本田顕子議員、神谷政幸議員のSNSのフォローと共に、ご自身の都道
府県の連盟SNSや「薬連タイムズ」等もフォローいただき、リポストやコメントをお
願いいたします。

　令和6年能登半島地震により亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと
共に、ご家族や被災された方々に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。
　令和6年3月11日、能登半島地震による被災状況と薬剤師の活動を視察するため石
川県を訪問しました。視察には石川県薬剤師会副会長の橋本昌子先生と日本薬剤師
会災害対策委員会委員長の越智哲夫先生に同行していただきました。
　主な内容は以下の通りです。金沢で石川県病院薬剤師会の森戸敏志会長と面会後、
穴水町の薬局を訪問し原将充能登北部支部長と石川県薬剤師会の竹端裕常務理事に
面会。その後、公立穴水総合病院、珠洲健康増進センター、珠洲市総合病院を訪問し
発災からの活動を伺い、いしかわ総合スポーツセンター（1.5次避難所）を訪問しました。
　特に印象に残ったのは、穴水町で伺ったお二人の先生のお話でした。薬剤師は持参
薬を見れば瞬時に現在の手持ち薬から代替薬が提案できる。厳冬期の避難所は締め
切った環境になるため、CO2モニターを利用した換気指導や感染対策が重要。地域
の薬局や薬剤師は減少しており、自ら被災しながらも、災害活動は様々な役割を少な
い人数で対応してきたとのお話を伺いました。
　元々、医療従事者が少なかった上に、地震の影響で道路が寸断された半島の地理的
条件もあり、勤務する施設にたどり着けなかった職員も多かったと聞きました。その
中で、被災しながらも懸命に活動された石川県薬剤師会の先生方、また応援に駆け付

けた日本薬剤師会、日本病院薬剤師会の先生
方、医薬品供給にご尽力いただきました卸の
皆様に改めて敬意と感謝を申し上げます。今
回の視察で得た知見をもとに政策や国会等で
の発言を通じ、一日も早い復興を後押しする
と共に、国土強靭化に取り組んで参ります。結
びに、今回の視察にご尽力いただきました関
係者の皆様に御礼を申し上げます。

能登半島地震の被災地を視察しました

政幸だより

参議院議員・薬剤師 神谷政幸

　　
※Japan Pharmacist Ladies

　春めいた陽気の中を舞う桜花の彩りが新たなスタートをお祝いしてい
るように映る季節を迎えました。
　議員会館や国会議事堂周辺で挨拶まわりをされる方々の姿や、参議院
本会議での予算案の採決を通じて、例年、新年度の始まりを感じています。
　新年度はモチベーションを高めやすい反面、生活環境や職場環境の変
化が心身に影響を与えることがありますので、各自の注意と周囲への配
慮が必要です。
　日常の苦労・苦痛、対人関係のトラブル、孤独などの個人を取り巻く困
難や不安が薬物乱用の要因の一つと言われている中、救急搬送事例や中
毒情報センターへの相談事例の調査から、若年層によるOTC医薬品の
過剰摂取（オーバードーズ；OD）への対応が急務であることが分かります。
　麻薬・覚醒剤などと比べて、若年世代にとって手が届きやすいOTC医
薬品のOD対策のため、厚生労働省では薬機法改正を念頭にOTC医薬
品の適正な販売方法の検討を進めています。
　他方、ODを根本的に防ぐには、ODの危険性と適正使用の重要性への
理解を広く促すことが大切であり、厚生労働省と文部科学省とが連携し
て啓発・教育を推し進める役割を担うべきと考えています。
　そのような観点において、厚生労働省が令和5年補正予算として、学校
薬剤師等の協力を得て啓発・相談対応を実施するために1,600万円を計
上したことの意義は大きく、文部科学省の小中高生向けの健康教育関連
予算との連携可能性について確認作業を続けます。
　薬の正しい使い方や薬に関する相談先があること等を未来ある青少年
に伝えるため、両省を知る立場としてOD防止の橋渡し役を務めてまい
ります。

オーバードーズ（OD）への対応

オレンジ日記

参議院議員・薬剤師 本田顕子

　令和6年度の診療報酬・調剤報酬改定に向けて、財務省から大幅な引き下げ
を要求されていたが、12月20日の厚生労働大臣と財務大臣による折衝の結果、
次のように診療報酬・調剤報酬本体の引き上げ改定を勝ち取ることが出来た。

◆診療報酬　+0.88%
①うち②〜④を除く改定分　+0.46%
　各科改定率　医科 +0.52%、 歯科 +0.57%、 調剤 +0.16%
② うち看護職員、病院薬剤師その他の医療関係職種の引き上げのための特例

的な対応　+0.61%
③うち入院時の食費基準額の引き上げ対応分　+0.06%
④ うち生活習慣病を中心とした管理料、処方箋料等の再編等の効率化・適正化

　▲0.25%

　大変厳しい財政状況の中、日本薬剤師連盟としては、物価高騰・賃金上昇、医
薬品の供給不足への対応等の影響により保険薬局の経営状況が厳しいことを
踏まえ、自民党の薬剤師問題議員懇談会の世話人及び会員議員を中心に度重
なる陳情活動を展開してきた。その結果、薬価の引き下げが行われるものの、
診療報酬・調剤報酬本体の引き上げ及び公平な各科の配分比率（1：1.1：0.3）が
堅持されたことは、活動の成果であると評価できる。

次期診療報酬・調剤報酬改定は次期診療報酬・調剤報酬改定は
報酬本体が引き上げに! !報酬本体が引き上げに! !


